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“立ち上がる日本発ハイテクベンチャー群” 
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ベンチャー・プライベート・カンファレンス 

 

第７回目となります『ＮＴＶＰ ベンチャー・プライベート・カンファレンス』の開催をご案内致します。前

回に引き続き慶應義塾大学 SFC Incubat ion V i l l age 研究コンソーシアムとの共催企画第二

弾として、アカデミーヒルズ（赤坂）にて開催いたします。  

 

例年通り二日間に亘りベンチャー企業経営者による事業戦略プレゼンテーションを豊富に

用意しております。また、大学発ベンチャー企業の育成支援を切り口としたパネルディス

カッションや、米国でご活躍中のベンチャーキャピタリストをお招きしてのパネルディスカッ

ションなども予定しております。  

 
記 

 

◆  日  時  2003 年 9 月 2 日（火）  午前 9 時 15 分～午後 5 時 40 分  

   2003 年 9 月 3 日（水）  午前 9 時 15 分～午後 5 時 40 分  

◆  場  所    アーク森ビル 36F「アカデミーホール」（ 受 付 は 1 階 ）  

     東京都港区赤坂 1-12-32 アーク森ビル WEST WING 36F 

     TEL 03-5562-8212 

        h t tp ://www.academyh i l l s .com/cs/contact/map .html  

 

◆  共  催  慶應義塾大学 SFC Incubat ion V i l l age 研究コンソーシアム  

           h t tp ://www.s iv .ne . j p/ 

◆  協  賛  慶應義塾大学 SFC 研究所  

 

問合先  日本テクノロジーベンチャーパートナーズ（担当：森・高田）  

TEL :03-3815-8641       FAX: 03-3815-8642 
E-mail : info@ntvp.com   URL:http://www.ntvp.com/ 

                                                         

以上 
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＊2 0 0 3 年 9 月 2 日、3 日：アカデミーヒルズ（赤坂） アーク森ビル 3 6 F アカデミーホール＊ 

時間 9 月 2 日(火) 

ソフトウェア・インターネットインフラ等 

9 月 3 日(水) 

エレクトロニクス・ヘルスケア・バイオ等 

9：00～ 受付 受付 

9：15 

～9：55AM 

****オープニングスピーチ**** 

「大学発ベンチャーの最前線とこれから 

慶應義塾大学環境情報学部教授    國領 二郎 

日本テクノロジーベンチャーパートナーズ代表  村口 和孝     

「中国のベンチャービジネス支援動向」 

中国北京望京科技園（サイエンスパーク） 

・中日新規事業育成センター 代表 尹 昌来 

日本テクノロジーベンチャーパートナーズ代表  村口 和孝          

10：00 

～10：40AM 

エイケア・システムズ株式会社 A-Care Systems, Inc. 

『事業基盤強化のための新たなる戦略 

～コミュニケーションデザインによる企業価値創造へのビジネス展開～』  

エナックス株式会社  ＥＮＡＸ，Ｉnc.  

『電動自転車用リチウムイオン電池市場の新規開拓』 

10：45 

～11：25AM 

株式会社イメージワン  ImageONE Co.,Ltd. 

『衛星画像情報ビジネスの新展開 

～成長し始めた衛星画像市場～』 

サイペック株式会社  SIPEC Corporation  

『半導体製造装置ビジネスの新展開 

～製造装置モジュールと中国ファンドリー向けエンジニアリング～』  

11:30 

～12：10AM 

株式会社ユビキタス・ビジネステクノロジー 

Ubiquitous Business Technology Inc.  

『超高速データベースを活用したユビキタス時代の新ソリューション』 

12：15 

～1：10PM 

【 パネルディスカッション 】 

「大学発ベンチャー企業の育成・支援と成功の条件」 

慶應義塾大学商学部教授知的資産センター所長 清水啓助 

慶應義塾大学大学院経営管理研究科助教授  岡田 正大 

慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科助手 牧 兼充 

司会：日本テクノロジーベンチャーパートナーズ代表 村口和孝 

【 パネルディスカッション 】 

 

「ベンチャービジネスの立ち上げの現場と成功の条件」 

Global Catalyst Partners Managing Principal, Asia & Co -founder  大澤 弘治 

安田企業投資株式会社投資本部部長     水口 啓 

エヌ・アイ・エフベンチャーズ株式会社チームリーダー 秋竹 慎一     

日本テクノロジーベンチャーパートナーズ代表   村口 和孝 

 

司会：慶應義塾大学ＳIV 研究コンソーシアム事務局長  牧 兼充  

日本テクノロジーベンチャーパートナーズ  青井 正三  

1：15 

～1：55PM 

【慶應義塾関係企業】 

株式会社オキシジェニクス Oxygenix Co., Ltd. 

『人工酸素運搬体とナノリポソームＤＤＳへの新しい挑戦』 

ナイトライド・セミコンダクター株式会社 

NITRIDE SEMICONDUCTORS Co.,Ltd. 

『紫外線ＬＥＤの量産出荷開始～広がるアプリケーション～』 

2：00 

～2：40PM 

株式会社トリニティーセキュリティーシステムズ 

Trinity Security Systems Inc.    

『ついに登場、ネットワークセキュリティーの決定版 IPN！』 

株式会社テクノリンク  

Techno Link Co.,Ltd. 

『予防医学時代における生体刺激装置の活用と当社戦略』 

2：45 

～3：25PM 

株式会社ディー・エヌ・エー  DeNA Co., Ltd. 

『DeNA 第二創業期宣言』 

株式会社アクティブ・ケア Active Care Co.,Ltd.   

『これからの福祉ビジネスの展開～全国展開をにらんで～』 

3：30 

～4：10PM 

インフォテリア株式会社  Infoteria Corporation 

『日本発ビジネスソフトウェアの挑戦』 

株式会社メディシナル・ゲノミクス Medicinal Genomix, Inc. 

『トランスポーターを用いた新しい創薬支援ビジネス』 

4：15 

～4：55PM 

【慶應義塾関係企業】 

株式会社ブイキューブ  V-cube Inc.  

『コラボレーションとコミュニケーション  
生活の質の向上を目指すＩＴツールの新提案』 

【慶應義塾関係企業】 

株式会社 GBS 研究所 Institute of Gene & Brain Science 

『新しい発想に基づくガン診療と再生医療の研究』 

5：00 

～5：40PM 

【慶應義塾関係企業】 

ヒューマン・メタボローム・テクノロジーズ株式会社  

Human Metabolome Technologies Co.,Ltd. 

【慶應義塾関係企業】 

株式会社ケイ・ラボラトリー  Ｋ Laboratory Co.,Ltd.  

『携帯電話最新ビジネス事情』 

 5：40 

 ～6：20PM 

少年少女向け起業体験プログラム（2 つの事例） 

「米国起業家教育プログラムサマーセッションへの参加を踏まえて」 

   
6：00PM 

(開場) 
6：30PM 

(開始) 

 

 

慶應義塾大学 SFC Incubation Village 研究コンソーシアム主催  

第２回 ＳＩＶ Ｎｅｔｗｏｒｋｉｎｇ Ｓｅｍｉｎａｒ (有料) 
6：30～7：00PM Networking SessionⅠ 軽食とともに交流 

7：00～7：50PM キーノートスピーチ 

            慶應義塾大学環境情報学部長 

                    教授 熊坂 賢次 

7：50～8：00PM Elevator’s Pitch Session 

           ベンチャー企業・プロジェクト人材募集の場 

8：00～8：30PM  Networking SessionⅡ 軽食とともに交流 

 
・会場での撮影・録音はご遠慮願います。 
・都合によりプレゼンテーション企業や時間は変更 

となる可能性があります。 

・プレゼンテーション企業の追加や変更は随時 

NTVPホームページにてお知らせいたします。 

・SIV Ｎｅｔｗｏｒｋｉｎｇ Ｓｅｍｉｎａｒの受付は、別途設けます。 

 

 


